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件名標目は言葉から目録情報にアクセスするための重要なツールとしてあげられるが，我が国に
は主要な2つの件名標目表が存在する。本研究では，NDCカテゴリを用いて基本件名標目表（BSH）
と国立国会図書館件名標目表（NDLSH）を統合した手法を提示し，同手法を実装した主題検索シ
ステムを開発した。提案する手法は 3 段階で構成する。第 1 段階はパターンマッチに基づくキーワ
ード入力型検索機能である。第 2 段階は NDC カテゴリのブラウジング機能である。第 3 段階は関
連する NDC カテゴリの提示機能である。特に第 3 段階では，第 1 段階でのノーヒット問題，第 2
段階でのカテゴリ選択ミスの問題といった弱点を補うための関連カテゴリ提示機能を実装した。 
 
Subject headings are important tools for subject access to library catalogs. In Japan there are 
two main subject headings. This research presents a method of integrating multiple subject 
headings using Nippon Decimal Classification (NDC) and develops a subject search by Basic 
Subject Headings (BSH) and National Diet Library List of Subject Headings (NDLSH) using 
NDC. Our method is comprised of three steps: (1) pattern-matching of subject headings based 
on user input, (2) browsing an NDC category to find subject headings, and (3) suggesting NDC 
categories based on user input for browsing to find subject headings. The third process, in 
particular, compensates for the “no hit” problems in the first process and the mischoice of NDC 
categories in the second process. 
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1 はじめに 
1.1 本研究の背景 
情報検索システムにとって，利用者からの多種多
様な情報要求に応えることがますます重要視されて
いる現在，主題からの検索機能もその大きな課題の
1 つとしてあげられる。カード目録時代から図書館
では主題目録の整備によって主題からのアクセスに
寄与してきたが，利用者が満足し得る結果を得るた
めには，それらのツールを効果的に使うことのでき
る知識と経験が求められた。また件名目録について
は，それを作成する図書館が少ない状況であったこ
とも，主題からのアクセスに対する課題の大きさを
表していると言えよう。しかし今日では，MARC
（Machine Readable Catalog）を用いた目録作成が
主流になり，書誌データの品質向上と相俟って充実
した主題アクセスポイントを提供する基盤が整った
といえる。主題アクセスツールの 1 つである件名標
目表は「言葉」からアクセスできるツールであり，
シソーラス的構造を取り入れることで語と語の厳密
な語彙体系が構築できる[1]。 
現在，我が国における主要な件名標目表として，
基本件名標目表（Basic Subject Headings：BSH）
と，国立国会図書館件名標目表（National Diet 
Library List of Subject Headings：NDLSH）があ
げられる。BSHは日本図書館協会件名標目委員会が
編集したもので，1999年に第4版が刊行された[2]。
一方，NDLSH は国立国会図書館から刊行され，現
在は PDF 形式で提供されている。2006 年 10 月に
2005 年版が提供され，2007 年 6 月には 2006 年版
が提供された[3]。BSH は多くの図書館が使用する
標準件名標目表であるが，NDLSH は収録件名数も
多く専門用語や学術用語が豊富に採用されている
[4]。現在，両件名は共にシソーラス・スタイルが採
用され，構造上の類似点が多く見受けられるように
なった。ただしNDLSHにはTT（Top Term）がな
いという欠点がある。 
ところで我が国では国立情報学研究所の
NACSIS-CAT が書誌ユーティリティとしての役割
を担っており，多くの大学図書館が同システムを利
用してコピーカタロギングを行い，各々のOPACに
反映されている。したがって NACSIS-CAT におけ
る書誌データの品質は参加館すべてに関わる重要な
要素である。しかし和書の書誌レコードにおいて，
件名に BSH のみ付与されているものや，逆に
NDLSH のみ付与されているもの等が相当数あるこ
とがわかっている[5]。おそらく多くの大学図書館
OPAC においてもそれに近い状況が考えられよう。
そこで仮に複数の件名標目表をリンクさせた検索が
できれば，付与された件名標目の種類に統一性がな
くても検索対象となるわけであり，NACSIS-CAT
の現状を考えれば BSH と NDLSH の両者を統合さ
せた検索手法を提案する意義は大きいと考える。そ
こで問題となるのはそれらの連携方法である。2 つ
の件名標目表において，単に両者で扱われている語
彙をまとめるだけでは，各件名標目表の内部におけ
る階層関係や連想関係，あるいは参照関係等が破綻
してしまう。これらの関係構造を維持させたままで
どのように両者を扱うかが，まず課題となるだろう。
本研究では，両者の関係構造を保持しつつ語彙レベ
ルだけでなく概念レベルでの連携を図るために，日
本十進分類法（Nippon Decimal Classification：
NDC）によるカテゴリの利用が有効であるとの仮設
を立て，これらの機能を実装したシステムを試作し
て実証的に確かめることにした。 
1.2 本研究の目的 
本研究の目的は，複数の件名標目について各参照
構造を保持しつつそれらを統合させた主題検索機能
の実現である。本論文では，主要な 2 つの件名標目
を NDC カテゴリによって統合した検索機能の実現
に焦点をあて，システムとして実装する。NDCカテ
ゴリを利用することで NDC を直接検索キーとなる
こともできるが，間接的に件名による検索を支援す
ることもできる。一般に統制語というものに慣れて
いない利用者は多いが，これによって利用者の考え
る主題から統制語へのスムーズな橋渡しを行い，ま
た主題語と統制語の齟齬を軌道修正しつつ，できる
限り利用者の考える概念に近づけるような主題検索
の支援を目指す。検索対象は一次情報データベース
ではなく，適切な主題分析のもとに件名の付与がな
された図書館目録データベースとし，ここでは
NACSIS-Webcat[6]と大阪市立大学OPAC[7]とする。 
2 複数の件名標目表 
2.1 我が国の件名標目表の現状 
 件名標目を利用して主題アクセスを行うにあたっ
ては，本来は件名典拠ファイルを構築することが必
要であるが，図書館OPACのデータは更新が頻繁に
行われるため，システム内にそのようなファイルを
持つかデータの更新と連動した仕組みを用意しなけ
ればならない。一般に件名典拠ファイルの維持管理
機能の実現には，個々の図書館にとって非常に労力
を要するものである。本研究では個々の図書館が行
う件名の新設等は想定せず，既存の件名標目表をそ
のまま使用することにした。 
ところで NACSIS-CAT の書誌レコードの現状で
あるが，BSHとNDLSHの付与状況（出版年代別）
は，1980 年代半ばまでの書誌データにはほとんど
NDLSHが付与されていたが，1993年にはBSHに
追い越され，現在では BSH の付与が多くなってい
ることがわかっている[8]。多くの大学図書館OPAC
では，このような混在に対して特にどの件名がBSH
であるのか或いはNDLSHであるのかといった区別
をせずに，両方提供している状況である[9]。ただし
NACSIS-CAT におけるレコード調整や現行の構造
面に関する議論は本研究の直接的なテーマではない
ため，ここでは現状のままで実現し得る有効的な手
法に重点を置く。 
2.2 基本件名標目表（BSH） 
 BSH の初版は 1956 年に刊行され，現在では第 4
版が刊行されている。本研究では BSH 第 4 版を使
用する。本稿において特に断りなく BSH と記すと
きは第 4版を対象とする。BSHは冊子体と機械可読
版が用意され，冊子体は 50音順に排列された本表と，
分類記号順標目表・階層構造標目表で構成されてい
る。収録数は，標目数 7,847 件，参照語 2,873 件，
説明付き参照 93 件，細目 169 件である。国名標目
は 189 件で同参照語は 21 件である。標目の種類に
は，主題標目，限定語を伴う標目，細目を用いた標
目，例示件名標目，固有名詞件名標目がある。 
2.3 国立国会図書館件名標目表（NDLSH） 
 NDLSHは，BSHのような標準件名標目表ではな
く，国立国会図書館一館のみを対象とした件名標目
表であるが，『日本全国書誌』に用いられている件名
標目表である。従来から参照語の不足はしばしば指
摘されてきたことであるが[10]，2005年版では「を
見よ参照」が積極的に追加された。データの収録範
囲は昭和 24年から平成 18年 3月末までとし，収録
件数は標目数（主標目，細目，細目付き件名標目の
総計）が 16,879 件，50 音順見出し数（標目および
参照語の総計）が36,922件となっている[11]。本研
究ではこの 2005年版を使用している。 
3 NDCカテゴリによる複数件名検索 
3.1 提案手法の概要 
 主題検索という用語は，図書館情報学の領域では
一般に使用されているが，主題という語の持つ曖昧
さについての指摘もある[12]。ここでは特定の資料
を目的とした検索ではなく，ある主題に関する資料
を調べるような検索を指すものとする。さて，本研
究における提案手法は，以下に述べる 3 段階から構
成されるものである。 
 第 1 段階･･･パターンマッチに基づくキーワー
ド入力型件名検索機能 
 第2段階･･･NDCカテゴリを用いたブラウジン
グ機能。 
 第 3 段階･･･入力された言葉に関連する NDC
カテゴリ提示機能。 
そこで第1段階では以下の2つを基本機能とする。 
 Google のような手軽さで検索できるインタフ
ェースの提供。 
 ある言葉を検索キーとして入力することで，
BSH および NDLSH の一元検索が行われ，該
当する件名標目が選ばれる。 
次に第 2 段階では，検索語を入力せずに BSH と
NDLSH を横断的に検索できるように NDC を両者
の概念カテゴリとして用い，ディレクトリ検索でき
る操作インタフェースを提供した。特徴として次の
3点があげられる。 
 両件名に共通した NDC カテゴリでアクセスす
るため，完全な一元検索となる。 
 NDC カテゴリを辿ることにより件名特有の形
式にも容易にアクセスすることが可能。 
 NDC カテゴリのブラウジングにより，曖昧な
主題を明確にでき，さらに類似概念の確認もで
きる。 
特に NDC カテゴリのブラウジングは，新たな主
題語を見出すきっかけを提供するといった効果もあ
るだろう。しかし第 2 段階では，カテゴリを選択し
ていく操作が負担になることもある。そこで第 3 段
階の手法では，次のことができるようにした。 
 利用者が入力した言葉に関連のあるカテゴリ
を提示し，それを選ぶことで第 2段階の支援を
行う。 
3.2 概念カテゴリとしての NDCの利用 
3.2.1 語彙ネットワークと NDCカテゴリの考え方 
 一般にシソーラスは語と語の関係をネットワーク
に位置づけたものであり，それらの関係が明示され
ているものであるが[13]，BSHとNDLSHも同義関
係や階層関係，連想関係が定義された語彙ネットワ
ークをそれぞれ形成していると考えられる。ここで
両件名の語彙ネットワークを重ねて考えると，それ
ぞれの語彙が属する概念の集まりを見ることができ
る（図 1）。 
 
 
図 1 語彙ネットワークと概念カテゴリのイメージ 
 
 図 1 は語と語のつながりを軸としてこれらに概念
カテゴリをあわせたものであるが，概念カテゴリを
BSH NDLSH
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軸としてこれらを見るとどうであろうか。両件名と
も NDC を共通スキーマとして見ることで NDC に
よる階層的概念カテゴリの中に位置づけることがで
きる。同時に，図 1 で取り上げた語彙ネットワーク
は次のようにイメージし直すことができる（図 2）。 
 
 
図 2 NDC階層的概念から見た件名標目表 
 
3.2.2 NDCカテゴリによる統合検索手法 
 件名の持つ語彙ネットワークを利用して BSH と
NDLSH を一元的に検索できる環境を提供できたと
しても，件名は自然語ではなく統制語による語彙体
系であり，検索語として入力した文字がそれらと合
致しない限りヒットしない。そこで NDC カテゴリ
を用いて該当する件名を選べるようにする。最終的
にその件名を用いて目録等の検索（本研究では
NACSIS-Webcatと大阪市立大学OPACの検索）を
できるようにする。このように NDC を両者の共通
概念カテゴリとして利用することで，用語レベルに
とどまらないブラウジング機能が可能となる。ここ
までの仕組みを図で示すと次のようになる（図 3）。 
 
 
図３ NDCを軸とした 2つの件名検索概念図 
3.2.3 NDC相関索引による NDCカテゴリの提示機能 
第 3 段階の手法は，NDC を直接主題アクセス・
キーとして利用するのではなく，適切な件名標目に
到達するための概念カテゴリとみなすところに特徴
がある。そしてそのカテゴリは縦方向のつながりだ
けでなく同レベル間における横方向のつながりを重
視する。この第 3 段階におけるカテゴリ提示のもと
になるデータとして，ここでは NDC 相関索引を利
用する。具体的にはシステムに NDC 相関索引をセ
ットしておき，それに付与されている NDC の第 3
次区分までの分類番号をそのカテゴリ名と共に表示
させる。これにも各々リンクを張っておき，それを
クリックすることで該当する件名標目が得られるよ
うになる。第 2 段階では，カテゴリを NDC の第 1
次区分から第 2 次区分，そして第 3 次区分と辿って
いったわけであるが，この第 3 段階による方法では
関連する第 3 次区分の NDC カテゴリが直接列挙さ
れるため，カテゴリの選択を誤ることなく件名の一
覧画面に進むことができる。NDC 相関索引は，本来
「分類項目名を五十音，アルファベット，数字の順
に配列し，各分類項目名に分類記号を対応させた一
覧表」であるが[14]，語彙が豊富で固有名詞も多く
含まれており，合成語への配慮もなされていること
から第 3段階のデータとして利用した。他にもNDC
の分類体系に秩序づけられた語彙構造を持っている
ものや，個々のOPACを対象とする場合は件名典拠
ファイルを NDC カテゴリにマッピングしてセット
する方法等が考えられる。NDC 相関索引の総数は
27,793 件であり，このような豊富な語彙数をもつ
NDC 相関索引を利用することで，BSH やNDLSH
にヒットしない場合でも該当する NDC カテゴリを
提示することが可能となる。最終的にここまでの機
能を組み合わせることによって得られる効果を要約
すると，次のようになる。 
 BSH しか付与されていない書誌レコード，あ
るいは逆に NDLSH しか付与されていない書
誌レコードについても検索することが可能。 
 件名検索に慣れない利用者であっても NDC カ
テゴリを辿る方法により該当の件名標目を選
ぶことが可能。 
 キーワードによる検索がうまくできず，かつカ
テゴリの選択もうまくできない場合でも，関連
するカテゴリを提示することにより，該当する
件名標目に辿り着くことが可能。 
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 次に，このことを具体的な事例で示してみよう。
例えばリカード経済学に関して調べることを想定し，
検索語として「リカード」と入力したとする。シス
テム内では BSH と NDLSH の両方を対象に文字列
による検索が行われる。しかし実際は BSH にも
NDLSH にもヒットしないことがわかる（図 4 左部
分）。この段階で第 1段階による手法の役割は終わる。
次に第 2 段階に移ってカテゴリによる検索を行う方
法があるが，提案システムではこの第 1 段階でヒッ
トしない時点で第 3 段階の機能である関連カテゴリ
の提示が行われる（図 4右下部分）。ここではNDC
相関関係にヒットした語が属するカテゴリ（NDC第
3 次区分レベル）が提示され，各カテゴリの選択が
可能となる。結果として，関連カテゴリを選択する
段階で第 2 段階による手法をすべて経たものと同じ
効果が得られるわけである（図 4右上部分）。ここで
は人名そのものも件名となるが，この作業によって
BSHでは「経済学―古典学派」が，NDLSHでは｢古
典学派（経済学）｣が得られる。 
 
 
図 4 第 3段階による検索手法の仕組み 
4 システムの設計と開発 
4.1 システム構成 
本システムは Web サーバとデータベースシステ
ムの連携からなる。Webサーバによるシステム構成
は，利用者がWebブラウザを通じてどこからでも容
易に検索できるようにするためである。Webサーバ
のhttp デーモンとしてApache を，データベースシ
ステムとしては PostgreSQL を用いた。データベー
スの検索インタフェースは PHP で作成した。PHP
は Apache の内部モジュールとして動作し，CGI と
違って外部プログラムを呼び出すことをしないので，
サーバの負担が軽いという利点がある。また
PostgreSQL とも相性が良く，データベースを操作
するための関数を多く有している。サーバ本体のOS
にはVine Linux を用いた。これらはオープンソース
ソフトウェアである。システムの構成図は次の通り
である（図 5）。 
 
図 5 システム構成図 
4.2 検索方法 
4.2.1 第 1段階の機能 
システムの検索画面を次に示す（図 6）。左側にキ
ーワード入力型，右側にカテゴリ選択型を配置した。 
 
 
図 6 システム検索画面 
 
ここで例として「図書館」という言葉で検索を行
ってみる。まず左上の検索フィールドに入力して「検
索」ボタンを押す。するとシステム側で BSH およ
びNDLSHの件名標目と参照語に対する検索が行わ
れ，該当する結果の一覧が得られる（図 7）。検索結
果の一覧はBSHもNDLSHもそれぞれ10件ごとに
区切って表示するようにした。これはあまりに多く
の件数がヒットした場合，ウインドウのスクロール
バーを用いて下に大きくスクロールする煩わしさを
リカード
BSH NDLSH
検
索
の
流
れ
検索語
2 3 4ＮＤＣ第1次区分
8 9 0 3 0
1
1第2次区分
第3次区分 9
該当ナシ
・・・ ・・・・・・ ・・・
・ ・ ・ ・ ・ ・・・・
ＮＤＣカテゴリ
309 社会思想
ベルンシュタイン主義
リカード派社会主義
講壇社会主義
・・・スミス（経済学）
マルサス（経済学）
リカード（経済学）
・・・
情報提供の流れ
仮
想
的
連
携
第1段階第1段階 第2段階第2段階
関連カテゴリの提示
第3段階第3段階
該当ナシ
331 経済学．経済思想
NDC相関索引
Linux  Server
Apache
PHP
DB
PostgreSQL
NDLSH
Client
browser
Client
browser
Client
browser
NDC
BSH
HTTP
Processing 
text files
軽減させるためである。10件以上ヒットした場合は
ハイパーリンクが施されている「Next」部分をクリ
ックすることで次画面に移行できる。該当する件名
標目が見つかれば，件名標目の ID 番号をクリック
することで該当件名の詳細画面が表示される。 
 
 
図 7 検索結果一覧画面 
 
なお検索対象の選択は図 7 左上にあるプルダウン
メニューによって行える。 
 
4.2.2 第 2段階の機能 
第 2 段階の機能はNDC の第 1 次区分から第 2 次
区分，第 3 次区分へと階層的に細分化された概念を
辿ることによって検索を進めるものである。ただし
類目レベルではすぐにどれを選べば良いのかわから
ない場合がある。しかし，いちいちクリックする操
作は煩わしいところであり，本システムではマウス
でなぞるだけでサブカテゴリが表示されるようにし
た。このサブカテゴリ表示機能は NDC の第 2 次区
分においても同様に働く（図 8）。 
 
 
図 8 マウスオーバーによるサブカテゴリ表示画面 
該当件名の一覧画面を次に示す（図 9）。BSH と
NDLSHとは色の濃さで区別している。ここでも 10
件を限度に表示を区切り，「Next」ボタンをクリッ
クすることで次画面に進むことができる。最終的に，
当該件名標目の詳細情報を得ることができる。 
 
 
図 9 NDCカテゴリによる件名標目一覧 
 
NDC カテゴリを選択するインタフェースにおい
て特に工夫を凝らした点は，NDC 自体がインデンシ
ョンによって十進記号法の矛盾を解決しているよう
に，それを本システムにも反映させた点である。さ
らに本システムでは，画面右下に表示されるヘルプ
画面で随時これに関する説明をしている（図 10）。 
 
 
図 10 NDC第 1次区分選択画面とヘルプ画面 
 
図10はNDC第2次区分が表示された画面を示し
ているが，そこでは「哲学」と「宗教」以外が字下
げされていることがわかる。同時に，画面右下のヘ
ルプ画面で，この一覧表示が「哲学」だけのカテゴ
リで成り立っているのではなく，「哲学」「宗教」の
両方のカテゴリがあることが説明されている。NDC
に慣れない利用者とっては特に有効であろう。 
4.2.3 第 3段階の機能 
 
図 11 NDCカテゴリ提示機能の表示画面 
 
図 11は「リカード」と入力して検索を行った結果
である。BSH や NDLSH に直接ヒットしない言葉
でも，関連する件名標目を含む NDC カテゴリの提
示がなされる。ここで「331 経済学．経済思想」の
カテゴリを選択することで表示される一覧から，
BSHでは「経済学―古典学派」が，NDLSHでは「古
典学派（経済学）」が得られる。その他にも，例えば
「薬品試験」という語で検索した場合，BSHでは「医
薬品―非臨床試験」と「医薬品―臨床試験」が，
NDLSHでは「試験（医薬品）」が得られるのがこの
第 3段階の特徴である。 
4.3 検索結果表示 
4.3.1 件名標目の詳細表示 
件名標目の詳細表示画面では，それぞれの関連語
にはリンクが施されており，クリックすることで各
詳細画面に移ることができる。またそこに関連語情
報があれば，さらに辿っていくことも可能である。 
 
 
図 12 BSH件名標目の詳細表示画面 
 
件名標目の詳細表示のデータ内容はそれぞれ当然
異なるが，BT，NT，RT等が存在する場合はそれぞ
れ該当するものを表示しており，それらにリンクが
施されている。またシソーラス特有の記号にあまり
馴染みのない利用者のために，語と語の構造関係を
図式化し，この記号と概念関係図の色を一致させて
表示するようにした（図 12）。これによって，それ
ぞれどれに対応しているのか見分けやすくなる。こ
の概念関係図は，参照語から件名標目への参照を表
す場合は左側に参照語，右側に件名標目を配置して
左から右へと矢印が引かれる。矢印の始点に「UF」
の記号を付し，「を見よ参照あり」の意を表す。上位
語がある場合は当該件名標目の上側に上位語を配置
し，下から上に矢印が引かれる。矢印の終点には「BT」
の記号が付される。同様にして，最上位語がある場
合はさらにその上に矢印を引いて「TT」が，下位語
がある場合は当該件名標目の下側に矢印を引いて
「NT」が，関係語がある場合は右側に矢印を引いて
「RT」の記号が付される。すべての参照リンクが揃
った場合の概念関係図を次に示す（図 13）。ただし
TTはBSHにはあるが，NDLSHには採用されてい
ない。 
 
 
図 13 件名標目における関連語の概念関係図 
 
4.3.2 NACSIS-Webcatと大阪市立大学OPACリンク 
主題検索の最終的な目的は，求める主題に該当す
る書誌データを得ることである。本研究では，
NACSIS-Webcatと大阪市立大学OPACへのリンク
を行っている。図12の「件名標目によるNII-Webcat
検索」，「件名標目による市大 OPAC 検索」）をクリ
ックした画面を次に示す（図 14，図 15）。 
ただしNACSIS-Webcatについては仕様上の理由
から件名だけでなく，書名，著者名，出版者のキー
ワードから検索される。 
 図 14 NACSIS-Webcat検索結果 
 
 
図 15 大阪市立大学OPAC検索結果 
 
5 システムの評価実験とその結果 
 本提案手法およびその実装システムの有効性を確
かめるため，2007年12月に評価実験を行った[15]。
被験者は大阪市立大学大学院の院生 6 名と現職の図
書館員 2 名である。実験手続きは，まずシステムの
URL を提示してそれぞれのパソコンから Web ブラ
ウザによってアクセスしてもらった。実験ではいく
つか課題問題を設定して回答してもらった後，アン
ケートで本研究の提案する 3 つの手法それぞれにつ
いて役に立ったかどうかを，「1：役に立った，2：や
や役に立った，3：あまり役に立たなかった，4：ま
ったく役に立たなかった」の 4 つで評価してもらっ
た。 
得られた結果によれば，第 1 段階の手法の評価は
「やや役に立った」が 62%と最も多く，次いで「役
に立った」で 38%となっている（図 16）。 
高い評価の理由は，Google の検索インタフェース
に慣れたユーザにとって，第 1 段階のような機能は
需要が高いものと思われる。 
 
図 16 第 1段階の評価結果 
 
第 2段階の評価は，「やや役に立った」が 87%，「役
に立った」が 13%であった（図 17）。自由記述によ
るコメントを参考にすると，第 1 段階でうまく検索
できなかった時に第 2 段階が補助となって助かった
との意見や，第 1 段階と第 2 段階の両方があると検
索に便利だったとの意見があった。第 1段階と同様，
第 2 段階でも消極的な評価は無く，全体的に高い評
価を受けている。 
 
図 17 第 2段階の評価結果 
 
第3段階では1番評価の高い「役に立った」が49%
と最も多い結果となった。次いで「やや役に立った」
で 38%である（図 18）。実際，自由記述によるコメ
ントでは，第 1 段階で検索されない時に第 3 段階の
補助が非常に役立ったとする意見があった。このカ
テゴリ提示機能は，本提案手法において第 1 段階と
第 2 段階を補う重要な機能として位置づけており，
当評価によってその有効性が実証された。ただし「あ
まり役に立たなかった」という消極的な評価が13%
あることは，まだ改善の余地が残されているといえ
るだろう。また自由記述のコメントによると第 3 段
階の有効性を肯定しつつ，提示されるカテゴリが同
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立った
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13%
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列に複数表示されることに対して絞込みや何らかの
指標に基づく順位付け等を求める意見があった。こ
れは第 3 段階の今後の方向性を考える上で参考にな
るものである。 
 
 
図 18 第 3段階の評価結果 
 
6 おわりに 
本研究では，複数件名を用いた主題検索に対し，3
つの手法とその組み合わせによって該当する件名標
目を導くことのできる手法を提案し，システムとし
て実装した。これによってどちらか一方の件名標目
にとらわれない広範囲な書誌情報の検索が可能とな
り，また統制語や事前結合型索引に慣れない場合で
も適切な件名標目にアプローチできるようにした。 
近年，図書館の主題索引ツールの体系を利用して
インターネット上の情報を検索するシステムや， 
BSH をフリーワードで件名標目の候補が検索でき
るシステムの開発がなされ[16]，当分野における活
発な研究が見受けられる。一方で商用ベースの研究
開発ではなくオープンソースによってシステムを開
発し，その成果を共有してまた新たな研究に役立て
ていく動きもあり，実際に図書館システムにおける
オープンソースの可能性が注目されている[17]。こ
れまで図書館情報学において情報検索システムの研
究開発の貧弱さが指摘されていたが[18]，オープン
ソースを用いた検索システムの研究開発も行われる
ようになり[19]，多くの図書館で今後そのような研
究成果を共有し，互いに発展しながらさらに新たな
研究が生まれるような環境が望ましいと考える。 
本研究は提案手法の提示にとどまらず実際にシス
テムを開発しており，用いたソフトウェアやシステ
ムの構成はこういったことを考慮したものである。
今後，特に第 3 段階における機能の向上と共に，こ
れらに寄与すべく探求を行いたい。 
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